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00歳になりました!
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新年のご挨拶

TOKYO８５４くるめラに出演！

パネル展のこと

パーソナリティ、
ゲストの皆さんと

編集：U

「ここにいていいのかな？」「なに話していいのかわから
ないっす」いたたまれなくなったので、いつもの作業をは
じめると、「なんか落ち着くね」「これならいれるっす」
どなたか寄付札貼ってきてくれませんかー？の声にいち早
く反応するトシヒデ。役割をみつけて、イキイキと悠々と。

東久留米市を作成したことがきっか
けで興味を持たれた方もいらっしゃ
います。

地域に参加できる機会と個人の生
き方を大切にしてまいります。

働くことよりも健康である
方が大切です。健康を保ちな
がら働くためには自分自身を
知り、周りと相談できること
が理想と考えております。
わーくるは数多ある職場の
ひとつに過ぎませんが、ぜひ
ご見学ください。

男性１室空きあり
※詳細はお問合せください

WORKLE

共同生活援助

〇今年の抱負と取り組み
2025年は、新たなチャレンジに取り組む年にしたいと考え

ております。「WORKLE」では、プチガチャガチャ事業への
参入を予定しています。また、「滝山・前沢みんなの夏祭り」
では、個人的にヘリウムガス風船を飛ばすイベントに挑戦して
みたいと思っていますが、それ以上に、メンバーさんや職員さ
んが主体となり、新しい取り組みが生まれることを楽しみにし
ています！
「悠楽ホーム」では、日勤職員を手厚く配置し、急な体調不

良や要望にも迅速に対応できる体制を整えてまいります。
「WORKLE」では引き続き、食事作りのボランティアを募

集しております。地域の皆さまとともに、利用者の皆さまの暮
らしを支える活動を広げていけたらと思います。
皆様、今年はどんな目標を立てましたか？

早いものでまもなく１年

もっと悠々と、もっと楽々と
地域の皆さんとともに

代表からみなさまへ

これまで と  これから

代表の
たかぎです

「悠楽」という法人名には、人生を
悠々と、安心して楽しめる環境を創る
という想いを込めています。
一人ひとりの役割や得意を活かし、
支え合いながら事業を成立させ、
安定させていくことで、はじめ
て実現できると考えています。

今年は「守り」を大切にしながら、
次の展開へとつながる、確かな一年に
してまいります。
本年もどうぞ

よろしくお願いいたします。

代表のたかぎです

2026年がスタートしました。
奇跡の9連休もあっという間で、年末は紅白歌合

戦、年始は箱根駅伝を楽しみました。新・山の神、
黒田朝日選手の圧巻の走りに、時代の移り変わりを
感じる年明けとなりました。

さて、当社の今年のテーマは「守りを固める年」
です。2018年のグループホーム開設以降、一歩ず
つ事業を積み重ね、2024年に就労継続支援B型事業
所、2025年末にはレンタルスペース事業を2拠点開
設しました。

この数年は、「まずやってみる」「形にする」こ
とを優先してきた時期だったと感じています。一方
で事業が広がるにつれて、事務作業や管理業務も確
実に増えてきました。そこで2026年はこれまで拡
大してきた事業を一度整理・棚卸しし、無駄な作業
や固定費を見直す年と位置づけています。2027年
以降の展開をよりスムーズにするための土台を整え
ていきます。

レンタルスペース事業は、一見シンプルに見える
無人運営ですが、年末年始はメール・電話対応、鍵
トラブル、備品破損、室内のゴミ放置、ダブルブッ
キング、振動苦情、レビュー低評価など、想定外の
連続でした。運営の難しさと、仕組みづくりの重要
性を強く実感する期間となりました。収支としまし
ては2拠点合わせて大幅な黒字となり、ポータルサ
イトへの掲載開始から1か月にもかかわらず、4万3
千件以上のスペースの中「ゴールドスペース認定」
されました。

この結果は、日々支えてくださっている職員の皆
さんの存在があってこそだと感じています。だから
こそ、拡大を急ぐのではなく、整え、支え合い、長
く続けるための一年にしたいと思っています。

本年も
よろしくおねがいします



悠楽ホーム

WORKLE
わーくる

WORKLEは、高校生の実習先として利用していただくこともあります。
今回、実習されたのは3年生の女の子。フレッシュです！
WORKLE内の平均年齢をグッと下げてくれました
とても器用な方で休み時間に折り紙の作品を披露してくれました。

担当：G

担当：T

◯移動支援でのご様子◯
病院後にラーメンを食べて
いるシーンです！
シンプルなラーメンが美味
しそうでした

先日、スタッフ、メンバーさん達とにじメ
ディアさんのイベントに行ってきました
様々なアート作品の展示、映画館さながらの

スクリーンにはメンバーのダンス映像が映され
ており、楽しませていただきました。

職業体験ブースではWORKLEの看板制作を
していただいた市内の企業が出展。ステッカー
を切り抜く作業を体験しました。メンバーの器
用さに担当者さんからお褒めの言葉をいただき
ました〜

株式会社 悠楽

042-420-9940（代表）
E-MAIL daihyou@39yuraku.net

U R L https://www.houmonhq.com

〒203-0032 東京都東久留米市前沢4-9-6 小寺ビルF号室

本年もWORKLEをよろしくお願いいたします

昨年の振り返りになりますが、12月25日にクリ
スマス会を開催しました

サンタさんが登場し、メンバーの皆さん一人ひと
りに※お菓子をプレゼント
その後のビンゴ大会も大盛り上がりでした！ビン

ゴの景品はバラエティ豊かでしたが、中でも注目を
集めていたのが「椎茸栽培キット」 「いつ生えて

くるの？」「大きくなるかな？」と、今から成長が
とても楽しみです
年が明け、元気な笑顔が再びWORKLEに揃いま

した。さらに新しいメンバーも加わり、これからま
すます賑やかな毎日になりそうです

WORKLEは集団の中での
個人作業ですが、自己評価と
他者評価の意識するバランス
が極端な方が多いと感じられ
ます。日々同じ場所でする意
義を考えるできごとでした。

ふだんはあまり話さない方も
「ぴざ、おいしかった！」と
伝えてくれました

今年も良い年に
なりますように！

厚生労働省 マイナンバーカードの健康保険証利用について
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08277.html

開設前日。
今のワークルを想像できませんでした

はたらき、 さらにはたらき …？？

楽しい場所、お仕事の場所、なん
となくな場所。それぞれ思いは違う
と思いますが、ここで出会えた方々
との大切な時間を意味あるものにで
きたらと思っています。

クリスマスとお正月には、ホームで特別メ
ニューを提供しました
クリスマスには「今日はごちそうだね」「嬉し

い！」といった声が聞かれ、自然と笑顔や会話が
増え、和やかな食事の時間となりました。
それぞれのペースで、行事を楽しまれている様

子が印象的でした。

元旦には、お正月メニューを前に「お正月だ
ね」「今年もよろしくね」といった会話もあり、
落ち着いた雰囲気の中で、穏やかな時間を過ごさ
れていました。
行事食を通して、季節を感じながら、皆さんが

安心して楽しまれたひととき
これからも、日々の生活を大切にしながら、

あたたかさの感じられる時間を作ってまいります

物理的に寄り添い希望の方は要ご相談。

やさしさと力強さを感じる色づかいで、見るた
びにあたたかい気持ちになります。ホームの玄関
に飾らせていただいており、通るみんなの心をや
さしく包んでくれています。
秋が深まり、温かいご飯やお風呂がいっそう嬉

しい季節になりました。無理のない毎日を過ごし
ながら、笑顔でこの季節を楽しみましょう

忙しさの中にも笑顔があふれ、
“みんなで作るWORKLEのあたたかさ” 
が改めて感じられました

ハッピーハロウィン

先日、職員の方から「肩が痛くて、腕が上がらない

んです」という相談を受けました。経緯を聞くと、急

に強い痛みが出たあと一旦は落ち着いたものの、今度

は右肩にも痛みが出現。右が治ったと思ったら、再び

左肩が痛くなったとのこと。徒手検査を行うと、外転

（横に上げる動き）は10度ほどで止まり、前に挙げる

動きも困難。特に外旋（腕を外にひねる動き）に強い

制限が見られました。痛みの出方や経過を考えると、

石灰沈着をきっかけに肩関節周囲炎が二次的に起こっ

たと見立てました。

◎肩が上がらないは「生活が止まる」こと

肩が上がらないと聞くと、大したことがないように

感じる方もいるかもしれません。しかし実際には、

『服を着る』『髪を結ぶ』『洗濯物を干す』『夜、寝

返りを打つ』こうした日常の当たり前が、一気に難し

くなります。体は痛みを訴えることで、「これ以上動

かさないで！」とブレーキをかけています。

◎鍼灸師って、何が得意なの？

鍼灸って、肩こりや腰痛に対して、マッサージで良

くならなかったから次の選択肢、そんなイメージはあ

りませんか？もちろん、肩こり腰痛も対応します。た

だ、鍼灸師が本当に得意としているのは、壊れたもの

を直接治すことよりも、身体が混乱している状態を整

えることです。鍼灸は、『炎症を鎮める』『過剰に緊

張した筋肉を緩める』『かばうことで崩れたバランス

を整える』こうした部分に効果を発揮します。

◎できること・できないこと

正直に言うと、石灰そのものを溶かすことはできま

せん。しかし、『痛みを和らげる』『動かせる範囲を

広げる』『回復までの期間を穏やかに過ごす』こうし

た点では、鍼灸が役立つ場面があります。

体は理由もなく痛みを出しているわけではありませ

ん。動かないのは、サボっているのではなく、守ろう

としているだけです。

悠楽治療院では、「治す」だけでなく、体が安心し

て動ける状態に戻ること、そして今ある症状に向き合

える安心を大切にしています。痛みや違和感が続くと

きは、どうぞ一度ご相談ください。

担当：トシヒデ悠楽治療院

※ヤマザキ製パン従業員組合武蔵野支部様よりご寄付
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